
 

報道関係各位 

2020 年 2 月 12 日 

一般社団法人アグリデザイン研究所 

 

 

バイオマス生産の新展開！企業・行政が注目する『エリアンサス』の可能性 

資源作物によるカーボンマイナスシンポジウム 2020 初開催 

～福島被災地復興に奮闘する自治体が目指す資源作物「エリアンサス」の地域自給とは～ ← 

 

新しい農業をデザインし、たくましい地域社会の実現を目指す一般社団法人アグリデザイン研究所

は、環境改善と食料生産との共存を開発コンセプトとする新規作物「エリアンサス」（※）の利用、バ

イオマス活用の地域社会や持続性社会に対する役割や可能性などについて議論する「資源作物によるカ

ーボンマイナスシンポジウム 2020」（以下、本シンポジウム）を、3 月 18 日（水）に「MULTIPLE 

HALL」GINZA SIX 13 階（東京・銀座）にて初開催致します。 

 

 

 

バイオマス活用の地域社会や持続性社会に対する役割や可能性 

環境に配慮する考えや行動が競争力になりつつあります。ＳＤＧｓの目標 2,7 および 13 に関係するグリ

－ンアジェンダに対して、国や企業は数値目標を掲げ、課題解決の気運は醸成されました。一方、高い数

値目標と現実の間で実効性への要請がより大きくなっていることも事実です。このような状況の中で、潜

在力の大きい資源作物エリアンサスの利用が始まろうとしています。本シンポジウムでは、環境改善と食

料生産との共存を開発コンセプトとする新規作物エリアンサスの利用を一事例として、バイオマス活用

の地域社会や持続性社会に対する役割や可能性について、議論いたします。 

 

耕作放棄地の解消や地域自給燃料を目指す！自治体や民間が取り組む資源作物「エリアンサス」 

本シンポジウムでは、食料生産とエネルギー生産の同時的増産と CO2 削減を開発コンセプトとする資源

作物エリアンサスに注目します。資源作物の研究者や関係者はもちろん、ＳＤＧｓの対応を検討している

御担当者様などを対象としています。基調講演には、元農研機構研究部長で資源作物生産に関する多くの

知見を持つ杉本明氏をお招きします。また、菊池康紀氏（東京大学未来ビジョン研究センター 准教授）



 

や山形与志樹氏（地球環境研究センター 主席研究員）には地域資源やバイオマス CCS などに関してお

話いただきます。さらにエリアンサスによるに燃料の地域自給を目指す「波崎未来エネルギー（茨城県神

栖市）」や福島被災地の復興に奮闘する「福島県大熊町」の担当者を招き、自治体や民間でのエリアンサ

ス活用に関する新規事業や展望をお話いただきます。 

 

※.エリアンサスとは 

中東からインドが原産とされる多年生の超多収イネ科作物。食料生産が困難な不良環境で省力的に栽培

できることからバイオマス資源作物として有望視されています。耕作放棄された土地を農地として維持

するための管理耕作作物として、またバイオマス資源の計画的安定供給が可能な作物として、耐寒性の

高い品種、様々なバイオマス利用に適する品種の開発が開始されている、いま企業・行政が注目する資

源作物です。 

 

【資源作物によるカーボンマイナスシンポジウム 2020 概要】 

イベント名：資源作物によるカーボンマイナスシンポジウム 2020 

テ ー マ：『エリアンサス』によるバイオマス生産の新展開 

日 時：2020 年 3 月 18 日（水） 13:30〜17:30  ※受付開始 13:00～ 

会 場：「MULTIPLE HALL」GINZA SIX 13 階 (東京都中央区銀座六丁目 10 番 1 号) 

入 場 料：2,000 円（税込） 

定 員：80 名  

主 催：一般社団法人アグリデザイン研究所  

 

＜プログラム＞  

13:00〜13:30  受付 

13:30〜16:30 【挨拶・活動紹介】 

        我有 満 

（アグリデザイン研究所理事 元農研機構プロジェクトリーダー）  

        演題：エリアンサスの潜在力と新規事業紹介 

       【基調講演】 

        杉本 明（サトウキビコンサルタント 元農研機構研究部長） 

        演題：温故知新！新たな適地適作 

       【講演】  

        菊池 康紀（東京大学未来ビジョン研究センター 准教授） 

        演題：地域資源とライフサイクル思考 

        山形 与志樹 （地球環境研究センター 主席研究員） 

        演題：バイオマス CCSの可能性と限界 

       【休憩】 

       【トークセッション】 



 

       〜福島県大熊町、波崎未来エネルギーの展開〜 

        東 裕行（大熊町役場産業建設課 主任主査） 

        遠藤 道章（一般社団法人波崎未来エネルギー 理事） 

        我有 満（アグリデザイン研究所 理事） 

        杉本 明（サトウキビコンサルタント） 

16:30〜17:30 【名刺交換会・親睦会・】 

 

■参加申し込み・お問い合わせ 

＜参加希望者＞ 

参加ご希望の方は、下記アグデザイン研究所の HP からお申込みください。尚、定員先着順になって

おりますので、満席になり次第締め切らせていただきます。 

https://www.agri-design.or.jp/posts/7694000 

 

＜報道関係者＞ 

下記 報道関係者窓口までお問い合わせください。 

 

■一般社団法人 アグリデザイン研究所について 

Agriculture Design Institute（JADI）は、地域のポテンシャルを活かした新しい農業をデザインするこ

とで、たくましい地域社会を実現することを目的としております。持続可能で豊かな地域づくりに貢献す

るという理念のもと、「エリアンサス」を中心にバイオマス資源作物や新規作物の研究と情報発信を通し

て、地域の課題解決に尽くしてまいります。 

 

代表者      ： 代表理事 菊池健藏 

本社所在地    ： 東京都渋谷区恵比寿南 2-16-13 テラス恵比寿南 106 号 

設立       ： 2011 年 7 月 

HP       ： https://www.agri-design.or.jp/ 

 

【報道関係者お問い合わせ先】  

資源作物によるカーボンマイナスシンポジウム 2020 事務局  

広報担当 五十嵐 

ＴＥＬ：03-6452-2606 

 

https://www.agri-design.or.jp/posts/7694000

